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Abstract：In this study, educational significance on the "steps" between elementary schools (ES) and junior 
high schools (JHS) were considered through the interview investigation on the teachers who was concerned 
with building collaborative relationship between ES and JHS.
　The following two results were founded through the interview investigation. 
a) Teachers place the "steps" positively. That's means pupils have to get over difficulties of the "steps." But 
through that activities they can get their growth. And in students' new environments that are brought from the 
"steps" ,they can get opportunities of the growth. Thereby they can found educational significance on the 
"steps."
b) Teacher can find two kinds of the "steps," so to speak, the "positive steps" and the "negative steps." 
　Above those results, the two points of the next can be pointed out, and the way of the collaborative 
relationship between ES and JHS can be founded.
a) The premise that there is the "steps" between ES and JHS has to be recognized. That's means it is not 
necessary to abolish the "steps."
b) For the "positive steps," teachers have to let pupils get over that, and for the "negative steps," pupils must not 
be faced difficulties from that.
Keywords：the collaborative relationship between elementary schools and junior high schools, the "steps" 
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   
はほんと環境が変わってね。大勢の中でやし，中
 
学校入ったら，小学校の力関係じゃない，人数が
増えると違う力がお互いに働くっていうか。３ク
ラスとか小学校より人数が増える中で，集団の中
 
で自分がどうせないかんのかという，それを教え
 
られながら，考えて，こういう行動とらなあかん
 
のなっていう，ほんまに自分が思ってするから本
 
物になってくるし。」
 
　b　：「新しい環境に入るっていうのが，子どもにとっ
 
ての大きな成長の，何て言うんだろな，はずみに
 
なるっていうか，同じ中でずっとおったらなかな
 
か変われんのが，何か環境が変わった中に，そこ
 
でがんばるっていうのが，大きな成長の糧になる
 
かなっていうのも思うんで。ギャップそのものは
 
あるし，ある程度乗り越えるのも子どもにとって
 
大切だな，ほれは僕もほのようには思います。」
 
　g　：「新しい出会いで，今までの自分じゃない，例えば
担任の先生が変わって前の先生の自分を見る目と，
新しい先生の自分を見る目が変わって，反対にプ
ラス，よくなっていく子だっているでしょ。そう
いう意味でもマイナスばかりじゃなくって，変化
 
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【３　人間関係の変化】
　以上の小・中「連携」教育の実践を振り返る４名の実
践家（教員）への聞き取り調査結果から，小・中「連携」
に関わる教員の認識の特徴として，①教員は「段差」を「新
しい環境での成長の機会」というように積極的に位置付
けて，教育的意味を見いだしていて，多くの子どもたち
にとって「段差」はマイナスではなく，子どもによって
はそれまでの自分自身をリセットするチャンスにもなる
可能性があり，例えば，小学校時代の自分とは違う，新
しい自分としての中学校デビューのチャンスが考えられ
るということ，②小・中学校間には「段差」があり，そ
れを子どもたちが乗り越えていくことに，教育的意味が
あり，子どもたちの成長を引き出すことにつながると考
えること，③教員から見た小・中学校間の「段差」には
「プラスの段差」と「マイナスの段差」があること，とし
てまとめることができる。
　このような「段差」に関する教員の認識の特徴から，
①「段差」のある学校制度の中で子どもたちが育ってい
き成長していくこと，②「プラスの段差」は「教育的に
乗り越えさせる段差」であり，「マイナスの段差」注４）は
「あってはならない段差」であること，つまり，「プラス
の段差」は敬語を使う等の言葉づかい，大人へと一歩近
づく中学生としての礼儀，マナー，ルールを身に付ける
という成長や，中学校という新しい環境，環境の変化に
伴う成長のチャンスとなり，「マイナスの段差」は「中一
ギャップ」という不適応を起こすような「段差」，つまり
「無用な段差」であること，③「段差」がある方に積極的
意味が見え，学校制度（小学校から中学校，中学校から
高等学校）がシームレスであることは子どもたちにとっ
て教育的意味がなく，むしろ子どもたちがいろいろな方
法で「段差」を乗り越えることに教育的意味があること，
④「段差」を自分の力で乗り越える経験において子ども
たちの大きな成長があることからも，「段差」は子どもた
ちの発達に必要なものであり，「段差」を設けてそれを乗
り越えさせることに教育的意味があること，が考えられ
る。
　
２．どのように「段差」を乗り越えさせるか。
　　は結構プラスもあるから，そういう意味でもあま
 
りにそれこそ何も無い，変化の無い，何もかもお
 
膳立てっていうか，するよりも何か少し違いが
 
あったり，変化があったりっていうことは大事な
 
部分ということが。」
 
　h　：「・・・中１ギャップ，ギャップっていうんが悪
い意味で，ほれ，マイナスに作用するギャップを
取り除いていきましょうちゅうことやな。プラス
 
に，その子の成長にとってプラスに作用する
 
ギャップやってもちろんあるよな。敬語を使いな
 
さいとか，礼儀正しくしなさいとかな，ほら小学
 
校とのギャップなんやけど，ほれはプラスの
 
ギャップなんよ。ほんなんまで取り除いたらあか
 
んのんよ。マイナスに作用するギャップを取り除
 
きましょうっていうんが小中連携なんよ。」
　b　：「１年ごとでも担任が変わったり，仲間が変わっ
たり，ほれはやっぱり大事なこと。ほれで言えば，
小学校から中学校へというのも，箱が変わるだけ
 
なんかもわからんけども，やっぱりこう人間関係
 
とかいろんなことが変わるんは大事なことなんか
 
なと。」
 
　h　：「一番大きいんは，人間関係が変わること，・・・
 
先生との関係も含めて，人間関係ががらっと変わ
 
るっちゅうんが一番大きい。」
 
　f　：「・・・階段のステップをガクって上がらなくて，
 
ダラダラってなめらかになめらかにすることが全
 
員に必要かっていったら，私はちょっと違うか
 
なって，むしろ，うんとそこでジャンプして，み
 
たいな，がんばっていったらいいよっていうよう
な応援の仕方を私はしたいし」
　f　：「人間の成長って，ダァーっていくんじゃなくて，
やっぱりこう個人によっても違うけど，ぐっと伸
びるときと，あんまり停滞して後ろに気持ちが下
がっていくときもあるからね，・・・何かあまり細
 
かいこと全部決めて，全部レールに敷いてどの子
 
もそれでうまいことなめらかにいったらいいって
 
いうのとはちょっと違うような気がするんですよ
 
ね。」
　g　：「反対にある子は思春期に入って，何でもなかった
ことやけども，いろんなプレッシャープレッ
シャーで，学校に来れなくなったやいう子もおる
んやけど，そういう例もあるけど，でもほれもそ
 
の子にとってはもしかしたら必要な時間かもしれ
 
んし，長い目で見たらね。」
 
　b　：「ギャップはあってもいいと僕は思うんですが。
 
ほれをこう乗り越えれるようなサポートをしてい
 
く。無くすまではいかなくて，やっぱり置いとい
 
て，うまいこと乗り越えれるようにっていう。子
 
どもを見つめるっていうような，ほんなんで，ま
わりの大人がほのへんを自覚っていうんですか，
自分やがサポートしてやらなんだら乗り越えれん
場合があるっていうようなんを感じて，うまいこ
とサポートできればいいんじゃないかなっていう
ことを思うんです。」
　h　：「やっぱりギャップがあるということは，一つの
 
成長の一段階として，「節目」というか，・・・「段
 
差」，「節目」っていうのは私はある程度必要だと
 
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　gは，子どもたちの成長する力を信じ，実際に子ども
たちの力を伸ばす力量を持つ教員であり，長い人生の中
では，「段差」を生かし切れなかったり，乗り越えられな
かったりしたとしてもいいのではないかと考えている。
hは gとは違い，長い人生の中では，「段差」を生かし切
れなかったり，乗り越えられなかったりしたとしてもい
いのではないか，というような悠長なことは言っておれ
ず，何とかしなければならないと考えている。成長の一
段階として，「段差」はある程度必要だと思っているが，
だからと言って今のままでいいというわけではないとい
う意見である。また b，hは，「プラスの段差」を自分自
身の成長のきっかけとして生かすことのできない，生か
し切れない子どもたちが増えていることが問題なので，
その子どもたちに支援をすることが必要であると考えて
いる。
　聞き取り調査の結果からは，どのように「段差」を乗
り越えさせるかに関する教員の認識として，教員は子ど
もの変化を実感しており，その変化と「段差」とのコン
フリクトが存在すると考えられる。そして，このような
現場の教員の意見を踏まえると，その「段差」を乗り越
えていける教育を積極的に展開すること，乗り越える経
験を教員がサポートすること，乗り越えさせる小・中
「連携」を展開することが必要であることが指摘できる。
「プラスの段差」があることは問題ではなく，子どもた
ちが「プラスの段差」を乗り越えることには教育的意味
があるので乗り越えさせ，「マイナスの段差」は無くすよ
うに教員が調整することが必要であると考えられる。
　
Ⅳ .　「段差」を乗り越えさせるために
　中学生になると，「学校の授業の理解度」「学校の楽し
さ」「教科等の好き嫌い」について，肯定的回答をする生
徒の割合が下がり（文部科学省初等中等教育局教育課程
課，２００３・文部科学省，２００５），「上手な勉強の仕方が
わからない」とする割合が増えること（Benesse教育研
究開発センター，２００６）や，中学校に入学して困ったこ
ととして，「先輩や友達との人間関係」「部活動」「校則や
ルール」「学習内容が難しくなったこと」と答える生徒が
多いこと注５）から，そこに子どもたちが乗り越えにくい
「段差」が現れると考えられる。その「段差」が現れる，
「学習面」「人間関係」「生活面」において，小・中学校の
教員が問題意識の共有化を図り，子どもたちが「段差」
を乗り越える経験をサポートするために「連携」するこ
とが必要であり，「段差」を肯定的に捉え，「段差」の有
意点を認め，小・中学校の教員が「段差」に関する意識
の共有化を図ることが重要であると考えられる。教員が
平坦に「段差」をつなぐのではなく，小・中学校間には
「段差」が存在するという前提で，その「段差」を乗り越
えさせるためには，「段差」を乗り越えるための見通しを
持たせる，例えば，『「段差」を可視化するナビ』のよう
な資料を用意し，それを活用して中学校に関する予備知
識を与えるということが考えられる。
　そのためには，小・中学校で，子どもたちに要請され
ている学習・活動，教員が子どもたちに要求することの
質，教員の目からの子どもたちの見方・見え方，に違い
があることや，互いの校種の学習システムやその違いを
小・中学校教員自身が互いに知ること，子どもがつまず
きそうな「段差」を相互に理解し認識することが必要で
あり，お互いのかけ橋となるように意識化すること，そ
れを子どもたちに可視化させることが必要である。つま
り，教員が小・中学校間の違いを知らなければ，その
「段差」の乗り越え方を子どもたちに教えられないのであ
る。
　そして，それでも「段差」につまずき乗り越えられな
い場合には，その子どもに対しては「個別の対応の重視」
を図るべきだと考える。
　これまでの聞き取り調査の分析からは，現場におり現
場の状況に拘束され，現制度の中でいかにより良く問題
に対応するか，という点から，多くのヒントを得ること
ができたが，概括してそうしたヒントは，小・中学校間
の「段差」を積極的に生かした「連携」のあり方，小・
中「連携」問題に対する「個別の対応の重視」とまとめ
ることができると考える。
　もちろん，むしろ，小・中「連携」問題については，
こうした「個別の対応」を採ることが良いとの考えもあ
るだろう。なぜならば，「小中ギャップにおいて，人間関
係の変化が問題にされるが，全般的に関係がぎくしゃく
するというより，人間関係の変化に敏感な子どもが強く
影響を受け」「不登校になるなどの現象が見られるのは，
限定的であり，そうした状況に陥りやすい子どもについ
て，小中が連携を密にすることは必要」（上，２０１３）
であると考えられるからである。適応上の問題を抱えた
「生徒に対する配慮や特別な関わり方が，平均的な生徒へ
の関わり方のモデルとして規範的に受けとめられ」（毛利，
２００９）ている状況は確かに存在するが，それに学校全
体として対応すると，新たに，「心理主義化した学校」注６）
　　思います。ところが，・・・その「節目」というの
 
が，昔と比べたら「階段」「節目」，「階段」として
例えたら，一つの「階段」の「段差」がかなり子
どもにとって大きくなっている。それがちょっと
今の一番問題やと思います。だから，昔の子だっ
たら，簡単に乗り越えてこられたようなことが，
今の子どもたちが乗り越えにくくなっていると。
ほこに大きな問題がある。ほの問題意識っていう
んを，小・中学校の先生で共有せんといかんのん
でないんかなと。」
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からの問題を生み出すゆえである。よって，その陥穽に
陥らないようにしながら，各学校ごとに，丁寧に，各学
校の文脈に沿って，小・中「連携」を目指すべきである
と考えられる。つまり，あくまで「中一ギャップ」につ
まずかず，小学校から中学校にうまく乗っていく多くの
子どもたちを主眼に置き，つまずく子どもたちには「個
別の対応の重視」によって応ずるという学校経営の手法
を採ることに妥当性があり，個別の支援に重要性がある
と考えるのである。
　多くの子どもたちには「段差」に積極的な意味を見出
し，「段差」を乗り越えられない子ども，適応できない子
どもには個別の対応を図るということである。
　
Ⅴ . おわりに
　小・中「連携」は新たな課題であり，小学校と中学校
の接続は，実施からの月日が浅く実証研究の蓄積が不十
分であることが指摘されている（学校体系におけるアー
ティキュレーション研究会，２００９）。例えば，幼・小
「連携」の場合，幼・小接続を「教育の目的・目標〜教育
の連続性・一貫性〜」，「教育課程〜連続性・一貫性を前
提として発達の段階に配慮した違いを捉える〜」，「教育
活動〜学びの芽生えの時期から自覚的な学びの時期への
円滑な移行〜」の３段構造で理解すること，幼・小接続
における教育課程編成・指導計画作成上の留意点という
ような成果，課題も明らかになっている（幼児期の教育
と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協
力者会議，２０１０）。これに比して実践的にも理論的にも
遅れがちな小・中「連携」に関する研究の動向及び「連
携」の実践を整理する中で，ただ「なめらか」に繋ぐだ
けでなく，「デコボコなかけ橋」として，発達課題を乗り
越えさせていきながら繋いでいく，新たな「連携」の在
り方の重要性を確認することができた。今後はさらにそ
の可能性を検討することが必要である。
注　記
注１）「中一ギャップ」とは，小学生から中学１年生にな
り，学習や生活の変化になじめずに不登校となったり
いじめが急増するという現象である。「中一ギャップ」
には，中学 1年生でいじめや不登校が急増するという
現象面のギャップと，中学に進学した子どもたちが感
じる小・中学校間の学校制度や教職員の指導等の
ギャップという２つのとらえ方がある。
　http://www.pref.tokushima.jp/docs/2010033100033/files/
　yougokaisetsu.pdf（２０１３年６月２７日閲覧）
　http://www.kairyudo.co.jp/general/data/contents/05-data/
　magazine/kyoiku-eye/vol02-3.pdf（２０１３年６月２７日閲
覧）
注２）就学前教育は幼児教育であり，幼稚園，保育所，
及び認定こども園（幼稚園と保育所の両方の機能を持
つ施設）が担う。文部科学省『幼稚園ってなぁに〜学
校教育のはじまり〜』
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/__icsFiles/
　afieldfile/2009/02/17/1218094_1.pdf（２０１３年８月２２日
閲覧）
注３）「４・３・２」「５・４」「５・２・２」「４・５」
「３・４・２」「２・４・３」「２・３・４」「２・２・
３・２」の新たな学年区分がある。
注４）例えば，学習内容が難しくなること，教科書の文
字が小さくなること，教員の指示の出し方や言葉づか
いが抽象的になったり，厳しくなったりすることによ
る戸惑いや緊張感等がある。
注５）X県 Y市で２０１２年５月，２０１３年５月に藤森が
実施した中学１年生アンケート集計結果からである。
注６）「『傷ついた子ども』の立場を代弁する（母親のよ
うな）大人が増えている・・・。子どもが学校で傷つ
けられている，と叫ぶ彼らの声は大きい。彼らの声が
なぜ大きいのかといえば，それは，彼らが傷ついた子
ども＝被害者と同一化しているからであり，彼らの筋
立てる「被害者の物語」が唯一の正しい物語である
（と彼らが信じている）からである。・・・われわれは
傷ついた子どもの気持ちを理解しなければならない。
しかし，子どもは「被害者の物語」の筋立てのなかで
理解されることで，ますます「傷つきやすく」なるだ
ろう。そして，傷ついた子どもの気持ちを理解しなけ
ればならないという，教師に対する規範的な要請はま
すます強くなり，こうした教師は無限の子どもへの理
解を強いられるのである。」毛利猛『臨床教育学への視
座』ナカニシヤ出版，２００６年，６２-６３ページ。
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